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論 文 の 要 旨 












（Milsark 1974, Carlson 1977, Diesing 1992, Kratzer 1995 等）。 












 この 2 つの目標設定に基づき、本論文の各章では以下のような議論が展開される。 



















格目的語の対立という、2 つの対立関係に焦点を当てることによって、主語の 2 つの統語的位置と並行的に、






































目的語の格標示に関わる議論、第 5 章での単純ル形とテイル形の解釈の違いについての議論、また第 6 章で
のオノマトペ述語に基づく議論は、まさに日本語の個別現象を叙述一般に関する理論的研究の中に位置づけ
ようとする試みであり、高く評価される。 
もちろん、叙述が関わる現象は極めて広範にわたるものであり、本論文はそのうちの一部を扱っているに
過ぎないことは言うまでもない。また本論文は、理論言語学の側から見れば形式化や構造化が十分に行われ
ておらず、また記述言語学の側から見れば扱うデータの範囲が限られている、といった批判も当然あろうか
とは思われる。しかし、本論文の価値は、記述と理論のバランスをとることによって、両者に益する分析を
具体的に提示している点にあり、叙述研究全体に対する貢献は大きいと考えられる。 
 
２ 最終試験 
  平成２９年１月２３日、人文社会科学研究科学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと、
本論文について著者に説明を求めた後、関連事項について質疑応答を行った。審議の結果、審査委員全員
一致で合格と判定された。 
  
３ 結論 
 上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（言語学）の学位を受けるに十分な資格
を有するものと認める。 
